






















大きすぎると思うが) があり, そこには, 長い間
秘蔵されてきたある書物があった｡ それこそが当
時もっとも尊敬されていた古代ギリシアの哲学者
アリストテレスの 『詩学・第二部 喜劇論』 だっ
た｡ この書物の存在を秘密にしておかねばならぬ
という使命感が動機だったのである｡
















わらず, ゴッホ, ミレーなどいわゆる ｢苦悩の芸
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あろうか｡ 彼は, それを 3つに分類する｡ 第一に,
カーニヴァルのような祝祭, 笑劇に現れた, 儀式
的・見せ物的形式｡ 第二に, 口承文学なども含む






















































 ポール・バロルスキー 『とめどなく笑う イタリア・
ルネサンス美術における機知と滑稽』 高山宏・伊藤博明・
森田義之訳, ありな書房, 1993年 (原著は 1978年出版)｡
実は, バロルスキーより早く, わが国の辻惟雄は, 『奇
想の系譜』 (1969年) で, 江戸美術におけるユーモア表現
を論じている｡ ただし, 辻は, 笑いという言葉をほとん
ど用いず, ｢遊び｣ という言葉で ｢奇想｣ を論じている｡
そして辻は, その見方を拡大発展させ (＝大風呂敷をさ
らに大きく広げ) 日本美術史を ｢遊び｣ など 3つのキー
ワードで論じてしまった (辻惟雄 『日本美術の歴史』 東
京大学出版会, 2005年)｡
 例を挙げれば, 下記のカミル以外に以下がある｡ H.-
J. Raupp, Bauernsatiren, Entstehung und Entwicklung
des bauerlichen Genres in der deutschen und
niederlandischen Kunst ca.1470-1570, Niederzier, 1986;
C.Grossinger, The World Upside-Down. English
Misericords, London, 1997; idem., Humour and Folly in
Secular and Profane Prints of Northern Europe 1430-
1540, London, 2002; W. S. Gibson, Pieter Bruegel and
the Art of Laughter, Berkley-Los Angels-London, 2006;
A.G. Stewart, Before Bruegel. Sebald Beham and the
Origins of Peasant Festival Imagery, Hampshire, 2008.
 マイケル・カミール 『周縁のイメージ 中世美術の
境界領域』 永澤峻・田中久美子訳, ありな書房, 1999年
(原著は 1992年出版)｡
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た｡ ｣
















































































笑いと教会 ヨーロッパ中世美術におけるユーモア表現について (元木 幸一)
｢笑いを私は過ちのうちに数えた｣ [コヘ 2：2],
あるいは ｢愚者の笑いは鍋の下にはぜる柴の音｣










モス (350頃～407) も, キリストはけっして笑
わなかったと教えたという｡
さらに西欧修道院制度の創始者ベネディクトゥ








半部を抜かしてしまった｡ つまり, 笑う人は ｢愚










に影響を与えた書 『師の戒律』 によれば, 口は
｢差し錠｣, 歯は ｢城門｣ であり, 笑いによって運
ばれてくる狂気の流れを食い止めねばならないの
である｡ 笑いは ｢口の穢れ｣ なのである｡
それでは笑いは人間の本質をなすものなのだろ
うか｡ 『薔薇の名前』 の隠れた主人公アリストテ























おり, さらに, 笑いうるということ, もしくは笑
うという癖は自然から与えられた人間の特性であ
― 42―
 バシレイオス ｢修道士大規定｣ 桑原直己訳, 『中世思
想原典集成 2 盛期ギリシア教父』 上智大学中世思想研究





 J.ル＝ゴフ 『中世の身体』 池田健二・菅沼潤訳, 藤
原書店, 2006年, 107～108頁｡
 アリストテレス ｢動物部分論｣ 673a 『アリストテレス
全集 8』 島崎三郎訳, 岩波書店, 1969年, 354｡
 W. S. Gibson, Pieter Bruegel and the Art of Laugh-
ter, Berkeley, Los Angels, London, 2006, p.15.




























































 クルツィウス, 前掲書, 616頁｡
 C. Grossinger, The World Upside-Down. English
Misericords, London, 1997, p. 11; D. and H. Kraus, The
Hidden World of Misericords, New York, 1975, p.ix. 図 1 ウルム大聖堂, 内陣席北側
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名なのは内陣席の装飾である (図 1 )｡ その下列
席の両端には, 男女 18体の木彫人物半身像が設
置されている｡ それはイェルク・ジュルリーン
(活動 1449～1491) という卓越した彫刻家 (ある
いは指物師) の手で作られた古代の有名人たちの
肖像彫刻である｡ セクンドゥス, クィンティリ
アヌス, テレンティウス, キケロ, プトレマイオ
ス (図 2 ), セネカ, ピタゴラス, ウェルギリウ
スといった哲学者, 詩人, 科学者などの男性像に,
リビアの巫女, サモスの巫女, エリュトレイアの
巫女, キメリアの巫女, クマエの巫女, ヘレスポ
ントスの巫女, ティブルの巫女, デルフォイの巫
女, フリギュアの巫女, ペルシアの巫女など 10




ディアがある｡ 人面鳥, 山猫のような動物, 牙の


















識した図像もある｡ しかし, その場合, 載せられ
― 44―
 その内陣席装飾については以下を参照されたい｡ W.
Voge, Jorg Syrlin derAltere und seine Bildwerke, Ber-
lin, 1950; D. Gropp, Das Ulmer Chorgestuhl und Jorg




図 3 ウルム大聖堂, 内陣席, ミゼリコルディア








































































 ピエール・ビュロー ｢《ズボンをめぐる争い》 あ
る世俗的主題の文学と図像のヴァリエーション (13-16世




る｡ ジャン・ヴェルドン 『笑いの中世史』 池上俊一監修,
原書房, 2002年, 62頁｡












































































 セバスティアン・ブラント 『阿呆船』 (下) 尾崎盛景
訳, 現代思潮社, 1968年, 138～139頁｡






































































た｡ それゆえ, 主画面には, キリストや聖母の物




への弁明｣ 杉崎泰一郎訳 『中世思想原典集成 10 修道院
神学』 上智大学中世思想研究所編訳, 平凡社, 1997年,
484頁｡
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比較的自由なイメージが展開された｡ 14世紀前
半のもっとも優れた彩飾写本の一つ, ジャン・ピュッ
セル画の 『ジャンヌ・デヴルーの時書』 (図 4 )
を例にとって, 観察してみよう｡
建築枠組みに囲まれた主画面は, ｢マリアのエ












































格好をしている (図 5 )｡ 弓の代わりに杖を使っ
ていることからして本当の狩りではなく, 遊びか,
― 48―
 A. Chastel, French Art. Prehistory to the Middle
Ages, Paris-New York, 1994, pp.286-290.
図 4 ジャン・ピュッセル 『ジャンヌ・デヴルー
の時書』 ｢訪問｣､ ニューヨーク､ メトロ
ポリタン美術館､ クロイスターズ､ fol.35.
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演劇ででもあろうか｡ その下には皿回しをしてい






図 7 『ベリー公の大時書』 パリ国立
図書館, ms. lat.919, fol.110.
図８ 『ベリー公の大時書』 パリ国立
図書館, ms. lat.919, fol.110.
図 5 『ベリー公の大時書』 パリ国
立図書館, ms. lat.919, fol.109.
図 6 『ベリー公の大時書』 パリ国
立図書館､ ms. lat.919, fol.109.




















宮廷でも, 都市でも, 芸人や道化が, 生活に笑い
を振りまいていたのである｡ 笑いにまみれた大騒
ぎは, 教会にすら侵入する｡ イングランド, サリー
州チョバム出身の神学者トーマスが書いた 『告白


















〈そのとき, 連中は踊る熊, 犬に山羊, 猿にマー
















ここには, 皿回しとは書いてないが, 熊, 犬,
山羊, 猿のような動物使いがいれば, 軽業師も,











 S.ビリントン 『道化の社会史 イギリス民衆文化の
なかの実像』 石井美樹子訳, 平凡社, 1986年, 14頁｡
 W. Hertz (Hrsg.), Spielmannsbuch. Novellen und
Verse aus dem 12. und 13. Jahrhundert, Stuttgart, 1905.
以下から引用｡ F. イルジーグラー/A. ラゾッタ 『中世
のアウトサイダーたち』 藤代幸一訳, 白水社, 1992年,
153頁｡
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に相当するのではないだろうか｡





























 阿部謹也 『中世の窓から』 朝日新聞社, 1981 年,
144～158頁｡
 ビリントン, 前掲書, 78頁｡




(Professor, European & American Cultures, Cultural Systems Course)
In the Middle Ages, it was discussed, whether Christ had laughed, or not. Laughter was prohib-
ited particularly in monasteries. Misericords, which are carvings under the seats of choirs in the
churches, however, are decorated by humorous motives. The world of secular humor has thus entered
into the holy areas. This paper searches for the reason.
The reasons may be associated with the marginal decorations of the manuscripts. The margins
of Book of Hours and Breviary are ornamented by fantastic motifs. These motifs may have been cited
from the secular festivals.
